




研究目的 

胎児の発育状態を正しく把握することは胎児管理上非常に重要なことである。近年とくに

超音波診断の急速な進歩により,かなり正確に胎児発育診断が可能になった。中でも最も計

測しやすく,胎児の発育状態を知る方法として児頭大横径の測定が行われてきた。しかし

AFD児に比べて頭部よりく幹の発育が著しく悪いSFD児の場合,大横径の測定による児体重

推定はあまり正確とは言い難い。そこで今回我々は身く幹の計測,その中でも比較的容易な

胎児腹部の前後径を測定し,胎児発育診断を試みた。 


